２０２２年度　　社会福祉法人みどり会事業報告書

法人の運営について

(1) 施設の運営について
近年少子化、女性の社会進出、核家族化が益々進み、また、子育て政策の変化が激しいなか、子どもや子育て、高齢者介護を取り巻く環境は非常に厳しい状態になってきており、社会全体で少子化対策、子育て支援、高齢者支援に取り組むことが重要になっている。当法人としても、将来を担っていく子どもの健やかな成長と安らかな老後のために、運営方針「生命を大切にして思いやりの心を育てる」に則り、各保育園、地域育児センター、地域密着型特別養護老人ホームを運営し、それぞれの地域の特性に応じた保育・介護需要へ対応するべく、家庭保育に欠ける乳幼児の保育、子育て中の保護者及び高齢者への支援を行った。
また、新型コロナウイルス感染症に対しては、高齢者施設、保育所においても、各施設において感染予防を徹底して行い、感染が確認された施設においては、拡大防止に努めた。
ただし年度後半～年度末にかけては、感染状況の落ち着きや国、行政の指針に基づき、徐々に緩和していった。
職員研修についても、ウェブ研修会等が主だったが、徐々に対面の研修会も増えてきており、適宜参加するようにした。

(2) 理事会及び評議員会、監事監査の開催
理事会及び評議員会については、事業報告、事業計画、収支決算報告、収支予算、補正予算の他、定款の変更、役員の変更等を審議した。決算理事会の前には、監事監査を実施した。






















[bookmark: _GoBack]２０２２年度　みどり保育園事業報告書

(1) みどり保育園の運営について
入所希望児童の増加に伴い、通常の保育に支障の出ない範囲で出来るだけ多く受入れるよう努めた。
幼児クラスは縦割り３クラス編成、２歳児は１クラス編成(2グループ制)とした。乳児は、産休明けクラス、０歳児クラス各１クラス、１歳児クラスは2クラス編成とした。ひとり一人にきめ細かい対応ができるようにクラス配置やクラス分け、職員配置にも配慮した。

○入所児童数の推移（数字は、管外数含めた合計数、２段目は合計数のうちの管外数）
	月別
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月
	　

	年齢
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	合計

	０歳児
	12
	13
	14
	15
	15
	17
	18
	19
	19
	19
	19
	19
	199

	（内管外）
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	１歳児
	22
	23
	24
	25
	25
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	301

	（内管外）
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	２歳児
	27
	27
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	25
	25
	25
	25
	310

	（内管外）
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	３歳児
	25
	25
	25
	25
	25
	25
	25
	25
	25
	25
	25
	25
	300

	（内管外）
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	４歳児
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	26
	312

	（内管外）
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	５歳児
（内管外）
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	26
0
	312
0



○保育時間
通常保育　　　　　　8時30分～16時30分
長時間保育　平日　　7時30分～18時30分  土曜日　7時30分～16時30分　　　　
延長保育　　平日　　7時～7時30分及び18時30分～19時　　　　　　
○主な行事や季節の保育等
10月　 運動会、芋掘り
11月　 感謝祭、厚木市児童演劇鑑賞会
12月　 クリスマス会
1月　  お餅つき
2月　　豆まき、造形展、キッチン保育
3月　　ひな祭り会、縄跳び大会、お別れ遠足、卒園式、幼保交流会(ドッジボール大会)　
※下線は感染予防の為中止
4月　 入園式、父母の会総会(書面決議)
5月　 端午の節句、交通安全指導、野菜栽培、さつま芋植え
6月　遠足、花の日（高齢者施設、市長他訪問）、
プラネタリウム見学、保育参観
7月　 夏の日の集い、プール遊び、お楽しみ保育
8月　 プール遊び、懇談会　　　　　　　
9月　 引き取り訓練、敬老会



  　　






[bookmark: _Hlk39998828]○子ども主体の保育の実践
「見守る保育」を取り入れ、環境設定を重視し、大人の都合や押し付けではなく、子どもが主体的に考え、行動できるような保育に心がけ、意欲と、探究心を育て、子どもが持っている感覚や感性を引き出すように配慮した。
子ども主体の保育に向けた具体的な活動としては、保育環境研究所ギビングツリーに所属し、子ども主体の保育への考えを深めた。
○園外研修会
　　園外研修についてもウェブから実地での研修会に徐々に切り替わってきており、各職員の担当に合っ
た研修会への参加の他、希望する研修を自主的に選択して希望して参加するようにした。
○体操指導
毎週水曜日、体操指導を行った。年長～１歳児を対象に、跳び箱、マット運動、平均台、組体操等を実施し、運動会で成果を発表した。
○サッカー指導
指導者を招き、あじさい組を対象に週１回サッカー指導を実施した。
○造形指導
十文字女子大学の平田教授による指導方針により、子どもが自由に楽しんで表現できるように進めた。
〇幼保小交流
緑ヶ丘幼稚園にて、市内の小学校、就学前施設の職員が集まり、幼保小の交流会を実施した。
年度末にはみどり保育園、もみじ保育園、緑ヶ丘幼稚園、林幼稚園が集まり、みどり保育園第2園庭にてドッジボール大会をおこない、交流をした。
○保健衛生について　　
夏季は熱中症予防のため、水筒を持参する等して水分補給を促した。
新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウイルス等、感染症の流行を避けるため、入室前の手指消毒、うがい、手洗い、マスクの整備、情報の収集と公開等を徹底して行った。また、オゾン発生器、次亜塩素酸水生成器により、ウイルスの減少に努めた。
新型コロナウイルス感染防止の為、国、行政からの要請に応じ、登園自粛へも対応した。行事等も状況に応じて縮小や中止、卒園式は縮小した形で行った。
新型コロナウイルス感染については、対策として、次のような対策をした。
2 感染が落ち着くまで3.4.5歳児異年齢保育なし（年齢保育のみ）
②2歳児以上も保育士は食事を子どもと別のテーブルで食べる
③食事の席は隣の子どもと1メートル離れ、パーテーションを立て飛沫を防ぐ
④マスク着用の推奨(3歳児以上）
⑤黙食の大切さを伝えていく
⑥送迎は保育室外で受け渡しをする
※ただし年度後半～年度末にかけては、感染状況の落ち着きや国、行政の指針に基づき、徐々に緩和していった。
○食育について
園庭の菜園でトマト、ミニトマト、きゅうり、レタス、ブロッコリー、パプリカ、ジャガイモ、しそ、イチゴ等を栽培し、収穫して食したり、クッキング保育の実施、キッチン玩具等での遊び等で食育の普及にも努めた。
第２園庭の畑では、枝豆、大根、なす、ジャガイモ、さつまいも、とうもろこし等を植え、いもほり等で収穫を楽しんだ。
○地域育児サークルについて
育児サークル「ぶらんこ」をみどり保育園ホールにて、「なかよし」を緑ヶ丘公民館にて実施した。感染拡大防止、及び緊急事態宣言による公民館の使用制限等で中止した月もあったが、感染防止を徹底して出来る限り実施するように努めた。
(２)　施設開放について
○育児サークルぶらんこ（毎週木曜日９：３０～１１：３０）
